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＜様式２＞

1.市町村及び河川の概要

1-1.市町村等の概要

① 都道府県名 埼玉 県

② 市町村名 熊谷 市

③ 人口 191244 人 （令和6年10月1日時点）

④ 面積 160 km2

1-2.河川の概要

① 荒川の河川概要

   荒川はその源を埼玉県秩父山地の甲武信ヶ岳（標高2,475m）に発し、荒川流域図（図2）の流
路をたどり東京湾に注ぐ、幹線流路延長173km、流域面積2,940km²の一級河川です。
   その流域は東京都と埼玉県にまたがり、流域内の人口は日本の人口の約8%にあたる約1,020
万人で、その多くは、沖積低地、台地、丘陵に集中しています。特に東京都内の沿川の人口密度
が約14,500人/km²と全国一級水系中で極めて高いものとなっています。流域の土地利用は山林
地等面積約44%、市街地約34%、畑約8%、田約6%、河川湖沼約4%等となっています。
   本計画区域は荒川の中流域に位置し、対象地区一帯は荒川扇状地の扇端に位置します。勾
配は1/400程度で流れが早く、広い川幅と高水敷が特徴で、高水敷は公園やグラウンドなどに利
用されています。また、荒川大橋の上流側には熊谷水位観測所が設置されています。

計画エリア

計画エリア

図1 荒川流域地形分類図
出典：国土交通省 荒川上流河川事務所HP

図2 荒川流域図
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② 熊谷市荒川に関わる文化・歴史

熊谷市荒川の歴史・文化について、下記に示します。

荒川の瀬替え図

荒川を航行する高瀬船

熊谷堤位置図

図3 熊谷市荒川の歴史・文化（1/2）

出典：国土交通省 荒川上流河川事務所HP

出典：澪 荒川上流改修80年の歩み

出典：熊谷大観大正6年
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図4 熊谷市荒川の歴史・文化（2/2）

出典：熊谷市HP

熊谷さくら祭

熊谷花火大会（左：第71回ポスター、右：R5年花火大会の河川の様子）

熊谷らしさを育んできた荒川

さくらの名所100選の記念石碑

3



③ 熊谷市荒川の自然環境

   荒川は秩父山地の甲武信ヶ岳を源とし東京湾まで流れる河川です。
計画地は荒川の扇状地（扇端部）に位置し、豊富な水と肥沃な大地により、自然環境が形成されていま
す（図6）。
   上流から下流までの様々な河川環境に応じた生物が生息・生育しており、計画地には、中上流部の
砂礫河原特有の生物が生息・生育しています（図5）。
   荒川の連続する広大な河川空間は、こうした上下流の多様な自然を繋ぐ回廊としての役割を担って
います。
   荒川の中上流部（計画地）は、水域には交互に瀬と淵が分布し、砂礫河原が多く見られ、コアジサ
シ、イカルチドリ等の鳥類が営巣しています（図7、8、9）。
   計画地の上流には、県内でも有数の野鳥の渡来地となっている「野鳥の森」があります（図10）。
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図7 荒川中上流部における主な確認種

計画エリア77KP付近

出典：荒川読本 H29.8

図6 横から見た荒川

図8 砂れき河原の浅瀬の自然環境

（荒川大橋上流）
図9 淵の自然環境（荒川大橋上流）
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位置図

アカゲラ キビタキ

カワラナデシコ カワラヨモギ

図10 熊谷市荒川の自然環境

出典：NTT空間情報

出典：国土交通省 北海道開発局HP

出典：国土交通省 荒川上流河川事務所HP

出典：国土交通省 北海道開発局HP

出典：国土交通省 荒川上流河川事務所HP
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④ 熊谷市及び周辺地域の河川利活用状況、観光資源及び魅力の整理

   現状の河川の利用状況および地域の魅力を下表１に示します。
   一般利用者の多くは、堤防道路の散歩やジョギング、熊谷桜祭りや熊谷花火大会等のイベント利用を目
的として訪れています（市民アンケート調査結果2023年11月実施より）。
   堤防道路では、春には桜堤の桜と菜の花が一体となって、地域の人々の心に残る美しい風景を創り出して
います。見通しの良い冬には、荒川の自然と秩父連山の山並みの眺望が魅力となっています。
   近年の健康志向の高まりを背景に、この景観・眺望の良い堤防道路は、散策やジョギング、サイクリング等
に利用されています。
   また高水敷では、広大な空間を活かしたスポーツ施設が充実しており、学校の部活動や地域のスポーツ
クラブ・シニアクラブ等の日常的な練習や試合会場に利用されています。
   堤防道路や高水敷の河川空間は、周辺の地域住民及び熊谷市民の健康の維持に、心身両面において
重要な役割を果たしています。

表1 市民や民間事業者による河川利活用状況及び地域の魅力の抽出

7



図
1
1

河
川

の
利

活
用

状
況

8



図
1
2

観
光

資
源

(歴
史

・
文

化
)

出
典

：
②

④
⑤

熊
谷

観
光

ガ
イ

ド
マ

ッ
プ

③
⑧

中
山

道
マ

ッ
プ

⑦
⑨

荒
川

上
流

河
川

事
務

所
H
P

⑩
熊

谷
市

H
P

9



図
1
3

河
川

の
利

活
用

状
況

及
び

周
辺

の
観

光
資

源
(イ

ベ
ン

ト
)

10



1-3.かわまちづくりの方針

① 地域における課題、必要性

・ 課題1：熊谷らしさ（水辺やまちの魅力・歴史文化）の情報発信、まちへの愛着の醸成

・ 課題2：都市拠点の魅力・活力の充実による定住促進、多様な世代の交流人口・関係人口拡大

・ 課題3：荒川の豊かな自然環境の保全と継承

・ 課題4：かわ・まち・駅空間の一体的な安全・安心まちづくり（ハード・ソフト）

② 市町村の地域計画や沿線地域のまちづくりの中での河川の位置づけ

・ 熊谷市都市計画マスタープラン（R4.3策定）

   計画地周辺は、自然の中でスポーツや文化に親しみ愛着の持てるまちを実現する都市構造として、荒川
公園周辺再整備事業と一体で新スポーツ・文化・健康拠点に位置づけられています。荒川高水敷、荒川、
堤防道路はそれぞれ荒川高水敷：公園・緑地ゾーン、荒川：水辺の軸、堤防道路：スポーツ・文化・健康の
連携軸に位置づけられています。
   また、荒川緑地は安心して暮らせる安全なまちを実現する都市構造において、広域避難場所に位置づけ
られています（地震による大きな火災が発生した場合などの大規模な避難に適した緑地）。

   市民にさらに愛着を持ってもらうため、地域資源を活かす水辺の魅力（安らぎ・涼）、観光資源（スポーツ
文化、桜堤、熊谷さくら祭り、熊谷花火大会や自然環境（荒川の自然、野鳥の森等）及び歴史文化（西遷、
旧熊谷堤、舟運・渡しや中山道）等の魅力を発信していくことが必要です。

   熊谷駅南口周辺は、駐車場等の低未利用地が多く点在。少子高齢化・人口減少社会に対応し、人口減
少の更なる深刻化の抑制に向け、都市拠点としての必要な魅力（活力・教育・文化）、利便性（ユニバーサ
ルデザイン）を備え、健康に暮らせるまちの環境整備の充実が必要です。
   周辺のまちづくり計画と連携を図ることが必要。熊谷駅南口や中心市街地では、小規模な低未利用地や
空き家が目立つようになっており、魅力や賑わいの向上を図る取組が求められています。

   地球温暖化対策（「ゼロカーボンシティくまがや」の宣言への対応、暑さ対策）、荒川の自然環境の保全・
創出・継承、自然環境保全の担い手確保、子どもたちが安全に荒川の自然環境と触れ合える空間の充実が
必要です。

   浸水リスク（浸水深0.85ｍ 家屋倒壊等氾濫区域（想定最大規模））への対応。
   気候変動の深刻化、高齢化や単身世帯の増加、地域コミュニティの希薄化に対応し、想定を超える災害
への備えの充実、流域治水の取組推進、自助や共助の意識向上が必要です。

図14 熊谷市都市計画マスタープラン（1/2）

出典：熊谷市都市計画マスタープラン R4.3
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図15 熊谷市都市計画マスタープラン（2/2）
出典：熊谷市都市計画マスタープラン R4.3
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③

   居住地や世代が異なるなど、多様な主体の地域ニーズの把握のため、市民アンケート調査、自
治会アンケート調査を実施しました。また、社会実験開催時にもアンケート調査を実施しました。ア
ンケート結果より、本かわまちづくり計画への参加意欲を示した円グラフを以下に示します。
   市の現状、課題、地域意見を踏まえ設定した本計画の基本方針・ゾーン設定と各ゾーンの主
要機能を次頁に示します。

地域活性化や賑わいあるまちづくりに対する市町村や民間事業者の考え方

調査名 対象 調査方法 実施日 回答数 調査項目

市民
アンケート

熊谷市内の在住者
Webモニター
アンケート

令和5年11月20日
　～令和5年11月30日

400件
・対象エリアの利用状況
・かわまちづくりへの期待
・問題箇所等に関する自由意見等

自治会
アンケート

対象エリアに隣接した自
治会（河原町、桜木、万
平町一丁目、万平町二
丁目第1～第3自治会）
827世帯

回覧
令和6年1月
　～令和6年2月

413件
（回収率49.9％）

・対象エリアの利用状況
・かわまちづくりへの期待
・問題箇所等に関する自由意見

社会実験参加者のうち
中学生以上

アンケート
用紙

39件
・社会実験の感想
・かわまちづくり計画へのご意見

社会実験参加者のうち
小学生以下

意見カード
への記入

18件程度※
・みずべ利用チャレンジアンケート
　（楽しかったコーナーとその感想）
・かわまちづくりへのみんなの意見

荒川自然観察会のうち
小学生

アンケート
用紙

6件
・自然観察会の感想
・かわまちづくり計画へのご意見

荒川自然観察会のうち
保護者・見学者

アンケート
用紙

8件
・自然観察会の感想
・かわまちづくり計画へのご意見

※複数回答可であったため想定される人数を記載

社会実験
アンケート

令和6年10月26日

令和6年10月6日

表2 アンケート調査一覧

図16 アンケート結果

かわまちづくり計画への参加意向

（市民アンケート調査結果）
かわまちづくり計画への参加意向

（自治会アンケート調査結果）

社会実験への参加意向

（社会実験アンケート調査結果）
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④ 基本方針・ゾーン設定と各ゾーンの主要機能

　本計画における「基本方針」「整備方針」「ゾーン設定と各ゾーンの主要機能」を下記に示します。
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⑤ 地域活性化や賑わいあるまちづくりに資する定量的目標

   各指標に対する定量的目標を下記に示します。

　堤防上の情報発信施設やイベント広報資料に健康マイレージ事業参加を促す掲示をし、参加数
増加を目指します。河川敷で実施する楽しみながら運動や健康づくりを推奨するイベントと健康マ
イレージ事業の取組の連携により、市民の健康意識の醸成や運動習慣の定着を目指します。

健康マイレージ事業参加者数 1,500人/年 1,800人/年

自然体験・学習、荒川清掃活
動の参加人数

800人/年 1,000人/年

地域交流イベント開催回数 2回/年 3回/年

指標 従前値 目標値

防災活動 1回/年 2回/年

表3 地域活性化や賑わいあるまちづくりに資する定量的目標

地域交流イベント（タグラグビー体験）

防災活動 健康マイレージ

自然体験・学習

出典：熊谷市スポーツ協会HP

荒川清掃活動

出典：熊谷市提供資料
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1-4.推進体制・取組内容

① 協議会、運営組織等の体制（図）

図18 協議会、運営組織等の体制図

熊谷市荒川かわまちづくり協議会

学識経験者 荒川自治会連合会
熊谷市商工会議所

青年部連合会

一般社団法人

熊谷青年会議所

公益財団法人

熊谷市スポーツ協会
一般社団法人

熊谷市観光協会

熊谷市立桜木小学校
熊谷市障害者団体

連絡協議会

NPO法人 子育てネット

くまがや

公益財団法人

埼玉県生態系保護協会

NPO法人 熊谷の環境

を考える連絡協議会
熊谷市

第1回協議会（5/28実施）

・組織の設置

・情報の共有

・論点1、2 検討

・今後の進め方について

第2回協議会(8/8実施）

・論点1、2 審議

・論点3、4 検討

・社会実験 検討

第3回協議会（12/17実施）

・論点3 審議

・論点4 検討、審議

・かわまち申請案 検討

第1回ワークショップ（7/6実施）

・論点1、2、4 検討

第2回ワークショップ（8/31実施）

・論点1 確認

・論点2、3、4 検討

・社会実験 検討(計画)

・かわまちづくり計画と熊谷駅とのつな

がり等

現地視察

・地域の魅力探し

・地域課題の共有

第3回ワークショップ(11/30実施）

・論点4 検討

・社会実験 確認(結果)

・今後のかわまちづくりでの活動案 検討

・かわまち申請案 検討

第4回協議会（3/27実施）

・論点1～4 決定

・かわまち申請案 決定

社会実験（10/6、26実施）

【地域意見の確認の場】

論点１：基本方針 論点２：計画範囲 論点３：ゾーンと主要機能配置

論点４：活動の展開（ハード・ソフト施策）
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② 熊谷市荒川かわまちづくり協議会の開催実績

分野

学識経験者

地区を代表する者

商工産業

スポーツ振興

観光振興

教育

福祉子育て

環境

市職員

   河川空間とまちの空間が融合した魅力ある地域を創出する取組を実現するため、地域の資源である
河川の活用について、今後の方向性及び具体的な手法についての検討を行うことを目的に、熊谷市荒
川かわまちづくり協議会を設置しました。

名称 団体名

熊谷市荒川かわまちづくり協議会
（委員数 12名）

埼玉大学大学院 理工学研究科 環境社会基盤専攻
（兼）社会変革研究センター レジリエント社会研究部
門

荒川自治会連合会

熊谷商工会議所、一般社団法人 熊谷青年会議所

公益財団法人 熊谷市スポーツ協会

熊谷市建設部

一般社団法人 熊谷市観光協会

公益財団法人 埼玉県生態系保護協会
NPO法人 熊谷の環境を考える連絡協議会

熊谷市障害者団体連絡協議会
NPO法人 子育てネットくまがや

熊谷市立桜木小学校

表4 熊谷市荒川かわまちづくり協議会 委員構成

表5 熊谷市荒川かわまちづくり協議会の開催経緯

図19 熊谷市荒川かわまちづくり協議会の開催状況

協議会 日程 主な議題

第1回 令和6年5月28日
・組織の設置、情報の共有
・論点1（基本方針）、論点2（計画範囲）の検討
・今後の進め方

第2回 令和6年8月8日

・論点1（基本方針）、論点2（計画範囲）の審議
・論点3（ゾーン設置と主要機能配置）、
  論点4（活動の展開（ハード・ソフト施策））の検討
・社会実験の検討

第3回 令和6年12月17日
・論点3（ゾーンと主要機能配置）の審議
  論点4（活動の展開（ハード・ソフト施策））の検討、審議
・かわまち申請案の検討

第4回 令和7年3月27日
・論点1～4の決定
・かわまち申請案の決定
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③ 熊谷市荒川かわまちづくりワークショップの開催実績

【第1回ワークショップ】

【第2回ワークショップ】

【第3回ワークショップ】

   熊谷市かわまちづくりに対する要望・意見の収集や、当事業に対する地域の主体的な参加意欲の向
上を図るための社会実験の準備及びふりかえり（評価、課題抽出）のために、行政関係者の他、広く市
民の意見を反映させることを目的に、熊谷市荒川かわまちづくりワークショップを3回開催しました。

   第3回は11月30 日(土) に荒川公民館にて、市民の方々17名に参加頂きました。
   第2回ワークショップ意見及びかわまちづくり社会実験の結果を踏まえて作成したかわまちづくり計画
(案) について、平面図やイメージパースをもとに意見反映の確認を行いました。また、今後のかわまちづ
くりの活動(案) について、賛成・懸念等の意見を出し合い、得られた活動案のシール投票を行いまし
た。
  その後、第3回協議会の審議を経て、アイデアや具体策等の多くのワークショップ意見が盛り込まれた
かわまちづくり計画（案）がまとまりました。

   第2回は8月31日(土) に荒川公民館にて、幅広い年齢層の市民の方々25名に参加頂きました。
   第1回ワークショップ意見及び第2回協議会意見を踏まえ、計画エリア内のゾーン設定や整備メ
ニューなどを具体化したかわまちづくり計画（案）について、賛成・懸念等の意見を出し合いました。
   参加者がテーブルを移動して対話を行うワールドカフェ形式で意見交換を行い、参加者意見の相互
理解を深めました。

   第1回は7月6日(土)に荒川公民館にて、幅広い年齢層の市民の方々25名に参加頂きました。
   かわまちづくり計画の骨格となる基本方針や計画範囲、活動・活用のアイデアに関し、ポストイットに意
見を記入したり、意見を記入した旗を平面図に立てたりして、意見を出し合いました。
   その後、第2回協議会の審議を経て、ワークショップ意見が盛り込まれた基本方針がまとまりました。

表6 熊谷市荒川かわまちづくりワークショップの開催経緯

図20 熊谷市荒川かわまちづくりワークショップの開催状況

ワークショップ 日程 主な議題 参加人数

第1回 令和6年7月6日
・論点1（基本方針）、論点2（計画範囲）、
  論点4（活動の展開（ハード・ソフト施策））の検討

25人

第2回 令和6年8月31日

・論点1（基本方針）の確認
・論点2（計画範囲）、論点3（ゾーン設置と主要機能配置）、
　論点4（活動の展開（ハード・ソフト施策））の検討
・社会実験の検討（企画）
・かわまちづくり計画と熊谷駅とのつながり等

25人

第3回 令和6年11月30日

・論点4（活動の展開（ハード・ソフト施策））の検討
・社会実験の結果確認
・今後のかわまちづくりでの活動案の検討
・かわまちづくり申請案の検討

17人
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1-5.安全な河川利用に向けた取組

1-6.都市・地域再生等利用区域の指定に関する取組

1-7.生物の生息・生育・繁殖の場の保全・創出に関する取組

   自然環境保全・環境学習ゾーンを設定し、「熊谷市荒川の豊かな自然環境の情報発信」「市民参加型の
自然環境保全活動の充実」「自然環境保全の担い手育成」の3つのメニューを計画しております。
   令和６年度に河川管理者および桜木小学校の協力のもと、小学生児童及び保護者を対象に、熊谷市荒
川かわまちづくり社会実験（荒川自然観察会R6.10.26実施）を実施しました。
   本社会実験の取組を踏まえ、次年度以降も引き続き協議会、河川管理者により詳細を協議し、継続的な
活動として取組みます。

　①荒川中流域の自然環境特性を踏まえた生物多様性を高める空間整備（捨て石設置）
　　 ・捨て石により、土砂が自然堆積し、湿地環境が形成されることにより、在来種による水際環境（エコ
　　 　トーン）の形成を促し、河川の生物の生息環境の充実を図ります。
　②子どもたちが安心して水辺に近づき、水生生物と触れ合える空間の整備（散策路（舗装なし）、階段
     （低水護岸））
　③河川敷地での希少在来植生の分布・拡大に向けた荒川緑地内の自然創出や水辺へのエコトーンの
　　 保全、これらをフィールドとする環境学習活動の充実（学校連携、市民参加）

①都市・地域再生等利用区域の指定に関する取組については、「荒川公園周辺再整備基本計画（案）」と
連携し前向きに検討を行っていきます。
　 堤防と新市民体育館との連絡通路を整備することで、新市民体育館利用者と高水敷利用者をつなぐ交
流の場（動線の確保）とし、イベント時に連絡通路横周辺に整備する側帯を活用したキッチンカー等の展開
により賑わいの創出を図ることを社会実験を通じて検討していきます。

①安全な河川利用のための運営体制の確保
   河川利用者の安全確保に向けて、水辺の体験活動を行う場合は、
必要に応じて、熊谷市消防本部等と連携し、安全面での指導及び安
全確保を行う体制を確保します。

　1）急流河川の救助者として認定を受けた者：スイフトウォーターレス
     キューの技能を有する者等
　2）水難救助に関する資格を有する者：潜水隊員（潜水士、JAMST
     EC潜水技術研修受講者）等

②子ども等を対象とする川の安全教室の取組
   令和6年度に実施した熊谷市荒川かわまちづくり社会実験（荒川
自然観察会R6.10.26実施）において、河川管理者および桜木小学
校の協力のもと、小学生児童及び保護者を対象に、自然観察会と
合わせて「楽しみながら学ぶ川の安全教室」を実施しました。
   本社会実験の取組を踏まえ、次年度以降も引き続き協議会、河
川管理者により詳細を協議し、継続的な活動として取組みます。

荒川に住む生き物探し体験

（R6年度社会実験 荒川自然観察会）

楽しみながら学ぶ川の安全教室

（R6年度社会実験 荒川自然観察会）
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＜様式３＞

2-1.河川名

   荒川水系　荒川

2-2.提案事業の実施範囲

   熊谷市（計画範囲：荒川左岸75.2k～77.2k、当事業の整備範囲：荒川左岸：75.8k～76.7k）

2-3.提案事業の概要

① 地域の防災活動の充実（実施主体：市・地域）

・

② 公園機能を充実する民間事業者の占用の誘致（実施主体：市・地域）
・

③ 交通安全、防犯対策自転車の交通ルール・マナー周知活動や交通安全活動充実（実施主体：市）

・

④

・  川の安全な利用のためのルールや川の危険情報の周知、子どもへの安全教育の充実（安全教室の開催）

⑤ 地域交流・健康づくり、スポーツイベント活動の充実（実施主体：市）

・

⑥

・

⑦

・

⑧ 堤防散策の魅力づくりの活動充実（実施主体：市・地域）

・

⑨

・

⑩

・

⑪ 水災害の歴史、治水遺産の情報発信の充実（実施主体：市）

・ 周辺の歴史資源との連携メニューの具体化、堤防上の情報発信施設に掲載

歴史や文化を学ぶ歴史散策ルートやイベント利用の充実（ウォーキングイベントの開催、堤
防上の情報発信施設に荒川周辺の歴史散策ルート等を掲載）

水辺環境の保全、希少在来植生の分布・拡大に向けた荒川緑地内の自然創出など、荒川の豊
かな自然環境を題材とした環境学習活動の充実（学校連携、市民参加）（実施主体：市・地域・環
境団体）

2.ソフト施策の個別施策計画書

歴史資源を活用したまちとの連携の活動充実（実施主体：市）

四季を通じた魅力、見どころの充実と発信、堤防上の情報発信施設に荒川周辺の四季の掲載

熊谷桜堤など風景の保全、継承の活動支援（実施主体：市・地域）

自転車の交通ルール・マナーの周知活動や交通安全活動の充実（交通安全学習イベント利用）

川の安全な利用の普及活動の充実（実施主体：市）

多様なイベント利用の充実（ウォーキングイベントや小中学生を対象とした陸上教室等）

川に親しむ水辺のアクティビティイベントの活動の充実（実施主体：市）

水辺の健康・スポーツイベント利用の充実（健康マイレージ事業、ラグビー大会等）

魅力ある休憩拠点運営事業者の誘致、占用・有料サービス提供・管理体制のルールづくり（荒川
公園周辺再整備基本計画（案）と連携）

   熊谷市を占用許可者として、行政や地元関係者、有識者等から構成する「熊谷市荒川かわまちづく
り協議会」により検討を実施しながら、民間事業者と連携して河川空間の活用を図っていきます。
　ソフト施策では、社会実験を通じて地域ニーズを踏まえ、地域活性化や賑わい創出に資するように、
以下の内容を実施していきます（次頁令和6年度社会実験結果レポート）。

かわまちづくりを通じた熊谷桜堤の魅力及び、持続可能な保全継承のあり方（目標、保全
活動計画、担い手育成、資金調達等）の情報発信による熊谷桜堤の保全、継承活動の充実

防災訓練、防災学習イベントの実施（川の防災体験、遊びながら防災に備えるイベント等（参
考R6年度社会実験イベント水防災かるた、テント利用体験））

自然学習イベントの充実（学校と連携した、水辺の魚、水生生物を観察する川の自然観察会
や高水敷の在来野草復活に向けた取り組み)
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＜様式４＞

3-1.河川名

   荒川水系　荒川

3-2.整備範囲

   熊谷市（計画範囲：荒川左岸75.2k～77.2k、当事業の整備範囲：荒川左岸：75.8k～76.7k）

3-3.整備内容

   以下の施設の整備を検討します(表7と同じ整備番号を図23、3-4.1に示す）。

3.ハード施策の個別整備計画書

図22 熊谷市かわまちづくりゾーニング図

表7 熊谷市かわまちづくり計画役割分担表

整理番号(赤：国土交通省)

整理番号(青：熊谷市)

※別途、堤防整備事業で整備

7
5.

2k

7
5.

8k

7
6.

7k

7
7.

2k

計画対象エリア
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水辺利用（親水護岸、捨石）（視点1）

側帯、堤防天端、休憩スペース（視点2）

30



水辺の散策路、休憩スペース（視点3）

多自然川づくり、自然環境学習環境整備（視点4）
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3-4.整備の実現方策

3-4.1　関連事業の整備計画

（ⅰ）　共通

実施主体

1)㋐国

㋑国・市

実施主体

（ⅱ）　スポーツ健康文化交流ゾーン

実施主体

1)国
2) 3)市

市・地域

市・地域

㋐堤防道路利用の暑さ対策の検討（遮熱性舗装材

   の選定等。堤体管理、一般般利用者の通行、自然景

　 観との調和、夏場の暑さ対策に留意する）

㋑堤防道路の暑さ対策の検討（緑陰の充実等）

 　交通や河川管理の支障とならないよう留意する。

㋒荒川沿いの自転車ネットワークの充実（国道横断

   部など）

㋓情報発信施設の維持管理体制、方法の検討

㋔情報発信の方法・内容の検討（PR活動）

㋕落雷時の避難場所の検討

　 （あずまやに避雷針の設置等）

1)　市
2)  国
3)  市

1)　市・地
域

A）市・地
域

   熊谷市では、堤防整備事業と熊谷市荒川かわまちづくり事業に加えて荒川公園周辺再整備事業（図24）が実施中であり、こ

れらの事業の一体的な整備により、親水性を活かした魅力的な水辺等環境空間の創出を図ります。また、具体的な取組内容及

び取組内容に対する課題、留意点の整理表を以下に示します。

　B）堤防散策の魅力づくりの活動充実
 　　（四季を通じた魅力、見どころ）【堤防】

㋐熊谷らしさの魅力の充実と発信（桜の開花時期

  （春）以外　の季節の魅力）

㋑魅力ある休憩拠点の運営事業者の誘致（新市民

   体育館連携）

㋒まちとの連携、まちへ誘う仕掛けづくり
　C）公園機能を充実する民間事業者の占用の誘致【堤防】 ㋐魅力ある休憩拠点運営事業者の誘致、占用・有料

　 サービス提供・管理体制のルールづくり

取組内容（案） 今後の課題、留意点など

（1）堤防道路の利用を充実する環境整備
　1）堤防側帯の整備(⑱）【堤防】
　2）堤防道路の休憩施設の整備(②)
　　 (堤防の側帯を活用したベンチ・あずまや又は緑陰、サイク
　　ルラック）【堤防】
　3）情報発信施設（案内・誘導サインの整備） (⑪)【堤防】

【地域の安心安全に寄与する整備（洪水・台風）】

取組内容（案） 今後の課題、留意点など

（1）堤防整備
　1）堤防整備（嵩上げ、拡幅）【堤防】

㋐周辺住宅や桜並木への影響を軽減する堤防拡

   幅 （盛土）の検討（（堤外地側/川側）への盛土を

   基本として、国（河川管理者）と調整を図る）

㋑堤防拡幅（盛土）工事による既設堤防の在来野草

   への影響と保全対策の検討

【地域防災力を高める地域活動を支援する空間】

取組内容（案） 今後の課題、留意点など

(1)地域の防災活動を行うための環境整備

　1）救急活動・防災活用に必要なオープンスペースの確保

　　 （救急ヘリポート、災害時の避難スペース、災害瓦礫置き

 　　場、大雪時の雪置き場等）【自由広場等】

　2）堤防坂路の整備（③④）

　　 （緊急車両用のアクセス坂路、避難者用バリアフリースロー

　　 プの整備）【堤防坂路】

　3）新市民体育館との防災拠点連携（⑦）

　　 （防災倉庫等）【堤内地】

-

【荒川の自然・風景を楽しながら気軽に健康づくりやスポーツを楽しむ空間（散歩、ランニング、サイクリング、地域スポーツ）】
【スポーツ観戦やイベント開催による地域交流・賑わいの空間】
【市内外の多様な人との出会いと交流を育む憩いの空間】

（2）地域の防災訓練・防災教育活動支援

　1)情報発信施設（防災情報案内看板等の設置）（⑪）

　　 （災害リスク、過去の洪水、治水の歴史、流域治水等）

　　 【自由広場等（実施：国・市・地域）】

　A）地域の防災活動の充実

　　（防災訓練、防災学習イベント実施）【自由広場等】

㋐地域の防災活動の充実（実施体制・実施メニューの

   具体化）
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実施主体

国

国・市

市

市

1)国
㋐㋑国・

市

市

市

市

市

取組内容（案） 今後の課題、留意点など

　4）堤防坂路の整備（バリアフリースロープの整備）(③)
     階段の整備(⑰)（再掲）  【堤防】

㋐手摺、踊り場など、必要な安全対策の検討（追加）

【荒川の自然・風景を楽しながら気軽に健康づくりやスポーツを楽しむ空間（散歩、ランニング、サイクリング、地域スポーツ）】
【スポーツ観戦やイベント開催による地域交流・賑わいの空間】
【市内外の多様な人との出会いと交流を育む憩いの空間】

㋐河川敷地内の木陰の充実

㋑河川敷地内の歩行者の主動線のバリアフリー対応

   の検討（堤内地（まち側）⇔堤防道路⇔広場⇔トイ

　　レ、休憩施設、河川敷地駐車場、水辺）（最短経

　　路、バリアフリースロープ、施設のバリアフリー対応）

㋒イベント実施のための指導者の育成の検討

㋓イベント利用など多様な利用に配慮したインフラ整

 　備の検討

㋔新市民体育館施設との連携の検討

　D）交通安全、防犯対策自転車の交通ルール・マナー
　　　周知活動や交通安全活動充実【堤防】

㋐自転車の交通ルール・マナーの周知活動や交通

   安全活動の充実

㋑交通安全活動の実施体制、実施メニューの具体

   化

㋒歩行者等の安全確保のためのバイク利用制限の検討

　 （追加）
　6）堤防道路の街灯整備(⑤)（防犯対策）　【堤防】 ㋐街灯の整備範囲

（2）花火大会やさくら祭の大規模イベント利用を充実する
    環境整備
　1）階段式護岸の整備（観覧席兼用）(⑥)【堤防】

㋐イベント時の階段部の雑踏事故防止のための

   ハード・ソフト施策の検討

　 （ハード施策：まち側の階段拡幅）

 　（ソフト施策：動線計画、交通誘導、安全管理）

㋑階段式護岸の最適配置・規模・構造の検討

　 （河川空間利用の充実と自然環境保全、夏場の暑

   さ対策の両立に留意する）。

　5）堤防道路の拡幅(①)
     歩行者と自転車の通行分離表示(①)
　　（交通安全対策）【堤防】

㋐堤防道路の除草作業等の維持管理

　2) 新市民体育館と堤防を繋ぐ連絡通路の整備(⑦)

     【堤防】

　3)新市民体育館との休憩拠点連携

　　（新市民体育館との連携メニュー、休憩、情報発信、

　　　管理棟機能）    【堤防】

㋐新市民体育館内施設との連携に向けた計画調整

   の必要性

 　※新市民体育館内のユニバーサルデザイン対応

   施設の共有（休憩施設（カフェ・トイレや観覧席）、

   エレベーター、ロッカー等）

㋑連絡通路の位置検討

㋒桜堤の景観への影響軽減
(3)水辺、山並みの風景、桜堤の景観の魅力の充実と、

　　その保全と継承

　1）熊谷桜堤の保全対策(⑯)（工事影響の最小化）

　　　【堤防（実施：市)】

㋐かわまちづくり工事による桜堤への影響を最小化する
   措置の検討（構造、施工方法、代替措置、桜の更新
   計画と連携）

(4)高水敷の利用を充実する環境整備
　1)河川敷地内の休憩施設(⑧)（ベンチ、移動式トイレ、
　　緑陰等） 【自由広場・グランド等】

　

　2) 駐車場整備(⑨)（必要な駐車・駐輪機能の充実）
　【自由広場・グランド等（実施：市)】

㋐駐車場規模・配置の最適化の検討（バス利用を考

　 慮）

㋑徒歩・自転車（シェアサイクル等）・公共交通アクセ

　　スの充実と連動した駐車需要マネジメント

㋒安全な利用、多様なニーズに対応する駐車場の運

　 用方法の最適化の検討（日常時・イベント時）

㋓周辺まちづくり（土地利用・歩行者動線・新市民体

   育館整備）と連携の検討

㋔イベント時の体育館前道路の路上駐車対策の検討

㋕駐車場の追加整備の検討（見晴公園坂路側、各広場

　 周辺）

㋖駐車場機能の充実と環境配慮の両立の検討（夏場の

 　暑さが増すことや自然環境への影響の懸念事項への

　 対応）
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実施主体

市

市

市

市

市

(7)「駅」と「かわ」と「まち」の移動を安全、快適、楽しむアクセス
環境の整備
  1)周辺まちづくり計画と連携した歩行者等、自転車、
　　自動車の動線計画
　2)自動車交通量の増加や駐車需要の増加に対応した
　　周辺道路の交通環境の整備（道路・駐車場）
　3)熊谷駅南口から新市民体育館前を通り、荒川にアク
　　セスする歩行者動線の整備（人中心のウォーカブル
　　な空間整備、シェアモビリティ、楽しむ移動）
　　【堤内地（熊谷駅周辺）】

㋐自動車、自転車、歩行者の動線計画の検討

㋑荒川公園から河川敷までの連続した賑わい創出の

 　検討、人中心でウォーカブルな交通環境の充実

㋒駅から堤防までのペデストリアンデッキ整備の検討

㋓周辺まちづくり計画と一体的な計画検討（駅南口エリ

　 アまちづくり、荒川公園周辺再整備計画、かわまちづ

 　くり）

㋔荒川公園再整備計画と連携した熊谷駅南口から新

　 市民体育館前の自動車・歩行者アクセス路の検討

㋕対岸エリアへのアプローチは、将来エリアを対岸に拡

 　大する際に検討

今後の課題、留意点など

【荒川の自然・風景を楽しながら気軽に健康づくりやスポーツを楽しむ空間（散歩、ランニング、サイクリング、地域スポーツ）】
【スポーツ観戦やイベント開催による地域交流・賑わいの空間】
【市内外の多様な人との出会いと交流を育む憩いの空間】

取組内容（案）

3)　国
㋐㋑㋒市

　C)公園機能を充実する民間事業者の占用の誘致
　　 （アウトドア用品・運動遊具貸し出し、バーベキュー場の運
     営等）【いきいき広場、自由広場等（実施：市)】

㋐イベント施設配置のルールの検討（貸出サービス・
  保管含む）
㋑民間事業者による占用・有料サービス提供・管理
   体制の検討
㋒バーベキュー利用のルールづくり（騒音、ゴミ、火の
  利用等の周辺の住環境保全と賑わい創出の両立、環境
配慮に留意）

　4）スポーツ施設・広場等の維持充実、ドッグランの整備
　（ラグビー場、グランド、自由広場）(⑩)
　【自由広場・グランド等】

㋐ニーズを踏まえたスポーツ施設の充実
  （多様な人の利用、既存利用への配慮）
㋑子どもの遊び場機能の充実
　・河川敷地内で設置可能な公園遊具の検討（洪水

   時に撤去可能な遊具等）

　・安全性に留意した親水公園の検討

㋒多様な利用に配慮した空間のつかい方の検討

 　（スポーツ利用等の既存の利用との共存、ドッグラン利

　 用とその他利用の共存に留意）

㋓新たな魅力づくり

　・桜の季節以外の花の植栽、若者たちのデートスポ

   ット・イベントやスポーツ以外の魅力づくり

　・新市民体育館と連携した民間サービスの誘致

   （キッチンカー、カフェ）による休憩機能の充実

(5)地域交流・健康づくり、スポーツイベントの開催
　E）地域交流・健康づくり、スポーツイベント活動の充実
    【自由広場・グランド等（実施：国・市)】

㋐多様なイベント利用の充実（実施体制、実施メ

   ニューの具体化）

㋑イベント開催時のルールの検討（火の利用）

㋒イベント開催の支援の仕組み・地域連携の検討

㋑イベント開催時のルールの検討（騒音、ゴミ、火の

   利用等の周辺の住環境保全と賑わい創出の両

   立、夏場の暑さ対策）

㋓イベント時の車渋滞対策、歩行者等の動線計画

㋔多様な利用に配慮したイベントの充実（インクルーシ

 　ブメニュー、バリアフリー教育活動との連携）

㋕イベント実施の情報発信の工夫

㋖河川敷地内の市民参加型の維持管理体制の検討

　 （清掃、除草、防犯活動等）
(6)官民連携・市民協働による公園機能の充実と維持管
    理体制の構築
　1）緑陰の維持・充実【いきいき広場】

-

　3）堤防坂路の整備(④)（自転車・車両用）
　　（交通安全対策（拡幅・線形改良）（再掲）
　　　【自由広場・グランド等（実施：国)】

㋐桜木小学校前坂路と別ルートの坂路の検討（見晴

   公園側坂路の改良、万平公園側坂路の追加整

   備、荒川大橋から河川敷への坂路の追加整備）

㋑運用方法の最適化の検討（イベント時の坂路の混

   雑対策、桜木小学校前坂路の時間制限の解除、交

　 通安全対策（自転車と車両の通行空間分離表示・一

 　方通行）等）

㋒花見利用を考慮した堤防坂路の配置の検討
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（ⅲ）　自然環境保全・環境学習ゾーン

実施主体

1)3) 市
2) 国

市・学校
環境団体

（ⅳ）　水辺の憩いゾーン

実施主体

1)2) 国・
市

㋐国

市

実施主体

市

国

市

市

【地域防災力を高め、水辺の安全利用を周知する地域活動を支援する空間】

【荒川の水辺を眺め・やすらぎや涼を感じられる憩いの空間】
【安全性や環境配慮に留意したアウトドアや健康づくりを楽しむ空間】

　Ｃ)公園機能を充実する民間事業者の占用の誘致
　　 【水辺・低水護岸（実施：市)】

㋐水辺のアクティビティイベントの運営を担う民間事業
 　者の誘致、占用・有料サービス提供・管理体制の
　 ルールづくり
㋑夏以外の季節も含め、体が不自由な人も含め
　　市民が集まる魅力の充実

(1)水辺の眺望や夏場の涼を楽しむ水際の環境整備
(2)水辺のアウトドアの環境整備
(3)水辺の涼を感じながら楽しむイベント等の開催支援
　1)水辺の散策路の整備(⑫)　【水辺・低水護岸】

㋐散策路の安全対策（転落防止）
㋑散策路の快適性の確保（夏場の暑さ対策、歩きや
　 すさや景観に配慮した舗装材の検討）
㋒環境に配慮した親水護岸構造の検討

　2)親水護岸及び捨て石設置(⑬)（川の流れを弱める）
　　【水辺】
　　・捨て石による治水、親水機能充実の効果
　　 捨石を設置することで、分流水路の流速を軽減し護岸への
　　 侵食を軽減するとともに、平常時の澪筋を河道中央へ誘導
　　 する
　 ・捨て石による環境、生物多様性の充実の効果
　　 捨石の上流側に土砂が堆積し、在来植生による水際環境
 　　（エコトーン）の形成を促し、河川の生物の生息環境の充実
　　 を図る

㋐環境に配慮した親水護岸整備の検討
㋑子供の安全な利用、河川の生き物との触れ合い、
　　レジャーができる空間の検討

　Ｆ)川に親しむ水辺のアクティビティイベントの活動の充実
　　 【水辺・低水護岸（実施：市)】

㋐水辺の健康・スポーツイベント利用の充実（体制、実

　 施メニューの具体化）

㋑夏以外の季節も含め、体が不自由な人も含め

　　市民が集まる水辺の魅力の充実

㋒遊歩道の安全対策（転落事故防止）

㋓水辺のアクティビティイベント利用の充実（体制、

　　実施メニュー）

(1)自然環境の保全に配慮し、子供たちが安心して
　　自然と触れ合える水辺空間の整備
(2)自然学習イベントの開催支援
(3)地域の環境保全活動の開催支援
　1）散策路（舗装無し）(⑮)
　2）階段（低水護岸）の整備(⑭)
　3)荒川緑地自然創出・多自然川づくり(⑲)
　　（子ども等の水辺利用の安全性確保に必要最小限の整
　　備）【水辺、低水護岸】

㋐子どもの利用の安全対策

Ｈ）水辺環境の保全、河川敷での在来植生を中心とした自然
   創出など、荒川の豊かな自然環境を題材とした環境学習活
   動の充実（学校連携、市民参加）
　【水辺】

㋐自然学習イベントの充実（実施体制、実施メニューの
 　具体化）※学校連携
㋑エリア内の環境に配慮した維持管理のルールづくり
　 （除草剤等）
㋒熊谷市ムサシトミヨ保護センターで実施する自然学
　 習イベントとの連携

　Ｇ)川の安全な利用の普及活動の充実
　【水辺】

今後の課題、留意点など

取組内容（案）

㋐親水護岸の規模、構造、環境配慮の検討

取組内容（案）

【地域の自然環境学習を充実する空間】
【将来の環境を守り育てる担い手づくり】

㋐川の安全な利用のためのルールや川の危険情報の
　 周知、子どもへの安全教育の充実

取組内容（案） 今後の課題、留意点など

今後の課題、留意点など

(1)地域の防災活動や川の安全な利用の普及活動を
　　行うための環境整備
(2)防災活動や川の安全な利用の普及活動に係る
　　地域活動の支援
　1)親水護岸(⑬)
　2)水辺に近づく散策路(⑫)
　（階段式護岸による水辺へのアプローチの整備）
　（散策路位置を下げ、水辺に近づける）
　【低水護岸】
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（ⅴ）　歴史文化体験ゾーン

実施主体

市・地域

市

市

実施主体

市

【過去の水害の歴史や、治水遺産を学び、災害を自分事化する空間】

取組内容（案） 今後の課題、留意点など

(1)治水の歴史を学習・体験するイベントの開催

(2)流域治水（上下流の自治体連携）を学習・体験

　　するイベントの開催

　1)情報発信施設(⑪)（過去の水害の歴史や、治水遺産を

　　 解説する案内看板の設置）【堤防等】

　Ｋ)水災害の歴史、治水遺産の情報発信の充実【堤防等】

㋒周辺の歴史資源との連携メニューの具体化

(1)計画地周辺の中山道等の歴史文化の見どころを

　　繋ぎ、「かわ」と「まち」を繋ぐ回遊ルートの整備

(2)SNSを用いた「かわ」と「まち」をつなぐ情報発信

(3)歴史体験イベントの開催

　I)熊谷桜堤など風景の保全、継承の活動支援

　 【堤内地（熊谷駅周辺）】

㋐熊谷桜堤の保全、継承活動の充実（実施体制、実

　 施メニューの具体化）

㋑かわまちづくりを通じた熊谷桜堤の魅力の発信、

   持続可能な保全継承のあり方（目標、保全活

   動計画、担い手育成、資金調達等）

　1)旧熊谷提や中山道の歴史資源を活かした、
　　「かわ」と「まち」を繋ぐ回遊ルート、フットパスの整備
　　 【堤内地（熊谷駅周辺）】
　
　2)情報発信施設（案内看板の整備 ）
　　 【堤内地（熊谷駅周辺）】

㋐熊谷市の荒川ならではの歴史に関する魅力・見どこ
 　ろの発信

㋑周辺まちづくり計画と一体的な計画検討（南口エリ
　 ア、北口エリア、まちづくり、荒川公園周辺再整備計
 　画、かわまちづくり）（再掲）

　Ｊ）歴史資源を活用したまちとの連携の活動充実
　　 【堤内地（熊谷駅周辺）】

㋐歴史資源に関する魅力の発信

㋑歴史や文化を学ぶ歴史散策ルートやイベント利用の

　 充実（実施体制、実施メニューの具体化）

㋒周辺の歴史資源との連携メニューの具体化

㋓まちとの連携、まちへ誘う仕掛けづくり（再掲）

【熊谷らしさや人とのつながりを大切にする空間づくりにより、熊谷市への愛着と誇りを育む空間】

取組内容（案） 今後の課題、留意点など
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3-4.2　工程計画

   熊谷市荒川かわまちづくり計画の各整備内容に対する工程表を以下に示す。

表8 熊谷市かわまちづくり計画整備工程

種別 事業者 事業内容 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

計画設計 工事

自然学習環境(⑮) 熊谷市
散策路（舗
装無し）

荒川緑地自然創出
・多自然川づくり(⑲)

熊谷市
多自然川づく
り

堤防 注1) 国土交通省

側帯(⑱) 国土交通省

水辺利用(⑬) 国土交通省

熊谷市情報発信施設(⑪)

嵩上げ、拡
幅

階段式護岸(⑥) 国土交通省 階段式護岸

側帯

堤防坂路(④) 国土交通省
自動車、緊
急車両用

堤防坂路(③) 国土交通省
バリアフリー
のスロープ

階段(⑰) 国土交通省 階段

各種サイン、誘
導路面標示

親水護岸、
捨石

自然学習環境(⑭) 国土交通省 階段

注1)別途、堤防整備事業で整備　　　　　注2）体育館と堤防天端をつなぐ連絡橋は、体育館事業とスケジュール調整の上、整備する

休息・休憩施設(②,⑧) 熊谷市
トイレ、ベン
チ、あずまや

地域文化伝承施設(⑯) 熊谷市 桜堤の保全

堤防天端(①,⑤) 熊谷市
歩行者・自転車の通行

分離表示、堤防道路

の街灯整備

荒川緑地再整備(⑨,⑩) 熊谷市
駐車場、スポーツ施

設・広場等の維持充

実、ドックランの整備

水辺利用(⑫) 熊谷市
水辺の散策
路
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3-5.多自然川づくりに関する事項

 

3-6.その他特筆すべき事項

・低水部の親水護岸の設計にあたり、水理特性、必要な親水機能を踏まえた上で、必要最小現の設置区間とし、生物の生息・
  生育・繁殖環境と多様な河川景観の保全・創出を図る適切な工法を検討します。
・親水護岸の上流部に設置する捨石の設計にあたり、川の流れを弱め水辺の安全利用を充実する機能とともに、多孔質な自
  然素材の活用により、魚類の生息場や自然植生による緑被率を高める等、水際の多様な自然環境の保全・創出を図る適切
  な工法を検討します。
・荒川緑地内にカワラナデシコを始めとする希少在来植生の分布・拡大に向けた地域との協働による自然創出を検討します
  （図25）。

   本かわまちづくり計画は、「荒川公園周辺再整備基本計画（案）」と連携し、賑わいの創出、防災、ユニバーサルデザイン機能の向
上を図ることを目的として、一体的な整備の実施を検討します。

図26 事業計画予定地

図25 自然創出計画予定地

※実施にあたり場所、規模等の詳細は変更となる場合があります。

図25 自然創出計画予定地

※実施にあたり場所、規模等の詳細は変更となる場合があります。
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＜様式５＞

4.維持管理計画書

4-1.持続的な有効利用に関する計画

4-2.維持管理計画

   アンケートやワークショップの市民参画の移行を踏まえ、市民や民間事業者協働による管理のあり方を継
続して検討します。

   新体育館との連携や高水敷の利活用促進に関して、「親子でマラソン大会」「未来の担い手を育成するための
建設機械及び建設資材に触れようイベント」の開催を検討します。

   また、ワークショップ及び協議会における検討結果より、市民・行政協働のかわまち活動（案）として、下記①・
②・③の取組を検討します。

①食、遊び・憩い、文化等の地域交流イベント利用の充実の取組
　・バーベキュー、ピクニック、キッチンカー、子供向けイベント、星空観察会など

②周辺住宅地の交通静穏化と地域振興の両立を目指す『体にも地域にも地球にも優しい移動推奨』の取組
　・徒歩や自転車による移動を楽しむイベント、健康づくりイベント等の開催
　・熊谷駅南口周辺のまちづくりと連携したパーク＆ライド（シェアサイクル）等の取組

③地域との協働による自然創出の取組
　・希少在来植生の分布・拡大を目指す環境学習等の開催
　　（地域との協働による在来野草の育成管理と植生観察、かわまち野原観察会の開催等）

   日常的な管理は熊谷市。河川占用にて整備した構造物等も熊谷市にて管理を行います。
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